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み
な
さ
ん
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
皆
さ
ま
と
ご
一
緒
に
阿

弥
陀
仏
の
教
え
を
拠
り
所
と
す
る
一

年
を
過
ご
せ
れ
ば
と
思
う
こ
と
で
す
。 

 

さ
て
、
正
月
と
も
な
る
と
普
段
は
寺

社
に
参
拝
し
な
い
方
も
初
詣
に
行
き
、

厄
日
な
ど
の
日
の
良
し
悪
し
を
気
に

さ
れ
る
よ
う
で
す
。 

以
前
聞
い
た
話
な
の
で
す
が
、
年
末

の
十
二
月
二
十
九
日
に
つ
い
て
、
あ
る

人
は
「
今
日
は
二
十
九
日
。
【
二
重
苦
】

だ
か
ら
、
正
月
飾
り
を
し
て
は
い
け
な

い
。
」
と
言
わ
れ
、 

別
の
人
は
「
今
日
は
二
九
日
。
【
福
】
だ

か
ら
、
正
月
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
」

と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

こ
れ
は
、
私
達
が
自
分
の
都
合
の 

良
い
よ
う
に
物
事
を
理
解
し
、
同
時
に

迷
信
俗
信
に
囚
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
表

れ
で
も
あ
り
ま
す
。 

鎌
倉
時
代
末
期
の
歌
人
・
兼
好
法

師
が
『
徒
然
草
』
に
「
吉
凶
は
人
に
よ

り
て
日
に
よ
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
吉
凶
は
そ
の
人
の
行
い
に
よ

る
の
で
あ
っ
て
、
日
に
良
し
悪
し
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
仏
事
に
つ
い
て
「
ご
法
事
は
故

人
の
命
日
ま
で
に
お
参
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
思
い
込
ま
れ
て
い
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

こ
れ
は
本
来
、
「
先
立
っ
て
い
か
れ
た

方
の
ご
法
事
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
し

っ
か
り
お
参
り
し
な
さ
い
。
」
と
い
う
意

味
な
の
で
す
が
、
「
命
日
ま
で
に
お
参

り
し
な
い
と
い
け
な
い
。
」
と
い
う
言
葉

だ
け
が
ひ
と
り
歩
き
し
て
し
ま
い
、 

そ
の
言
葉
に
囚
わ
れ
て
い
る
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。 

ご
法
事
は
、
故
人
が
私
た
ち
の
た
め

に
生
命
を
か
け
て
ご
用
意
く
だ
さ
っ
た

大
切
な
ご
仏
縁
で
す
。 

祥
月
命
日
の
前
で
も
後
で
も
、
そ
の

ご
縁
に
遇
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。 

  

私
た
ち
は
不
安
や
焦
り
を
抱
え
な

が
ら
生
き
て
い
て
、
時
と
し
て
迷
信
や

俗
信
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
因
果

の
道
理
、
全
て
の
結
果
に
は
、
必
ず
原

因
が
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
て
、 

か
け
が
え
の
な
い
一
日
一
日
を
精
一

杯
に
生
き
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

  

「
今
日
【
は
】
良
い
日
」
で
は
な
く
、

「
今
日
【
も
】
尊
い
一
日
」
と
い
た
だ
い

て
、
日
々
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。   

   
   

   
   

 
  

   

合
掌 

敬
賀
新
正 



 

－２－ 

 

講師の西原先生 

 

１2月がお誕生日の方と ミニコンサートの一幕 

 
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
 
 

            

 

 

    

       

 

 

 
    

 

     

 

 

    

  

     

 

       

 

１２月１４日（土） 午前１０時～     法話：西原大地 師（千葉県 西方寺） 

                           ミニコンサート：伊藤主管・伊藤由紀子 

浄土真宗で一番大切な法要「報恩講」、当日は３６名の方が参拝されました。 
講師の西原先生は、淡々した口調とは裏腹に、熱のこもったお話をしてください
ました。お勤めも、皆さんいつもより大きな声で唱えてくださり、事前勉強会の成
果が出ていました。築地本願寺からお越しいただいた安邉部長（元東久留米主
管）も驚いていましたよ！ ミニコンサートは、和やかな雰囲気でお聞きいただけ
るよう、アメリカ民謡・ミュージカル音楽・クラッシックと多彩な曲目を演奏いたし
ました。 

 

                              

１２月１日（日） 午前１０時～ 当日は１５名の方が参加してくださいました。 
前回よりも多くの方が参加してくださり、手際よ 
く作業をすることができました。 

                          ご参加の皆様、本当にありがとうございました！ 

安邉部長も当時を懐かしんでいました 



 

  

－3－ 

 

東久留米分院より 
 

 

年賀状とりやめについて 

 

その他 
 

【報恩講スナップショット】 

東
久
留
米
専
用
の
お
斎
弁
当 

雅
楽
で
賑
々
し
く 

懇
親
会
に
て 

 

               

       

 

                       

    

       

昨年１０月に郵便料金が大幅値上げされたことは、皆様も記憶に新しいことと存じます。 

その影響は、当院の寺院運営においても非常に大きく、今後の郵便発送の見直が必要

な状況となっております。 

そこで、非常に心苦しくはありますが例年、皆様に新年のご挨拶として出状しておりまし 

た年賀状を今年から取り止めさせていただくことになりました。 

毎年、年賀状を楽しみにしておられた方には大変申し訳ございませんが、何卒ご理解 

くださいますようお願い申しあげます。 

なお、この「ともしび」については、今後も皆様にお届けさせていただきます。 

東久留米分院主管 伊藤法友 

2ページで紹介できなかった、報恩講のワンシーンです。 

 



  

－４－ 

東久留米分院の  行 事 案 内 
                            ―Schedule― 

 

                                    

 ７月１４日（日）常例法座引続き 

                                    

 ７月１４日（日）常例法座引続き 

１月の行事予定 ※１月は境内清掃ありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２月の行事予定 
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０
４
２-

４
７
４-

６
７
８
７ 

編
集
後
記 

い
つ
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「
と
も
し
び
」
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読
み
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た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
と
こ
ろ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
よ
う
で
、
感
染
者
が
例
年
の 

２
～
３
倍
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
て
、
マ
ス

ク
着
用
・
手
洗
い
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る

の
も
原
因
と
の
こ
と
。 

皆
様
も
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

境内清掃 

先
月
の
ご
進
納 

【
お
仏
飯
米
】 

神
谷
正
弘 

様 
 

近
藤
敏
之 

様 

森 

久
高 

様 
 

高
橋 

操 

様 

【
そ
の
他
の
ご
進
納
】 

 
 

村
中
秀
行 

様
（
り
ん
ご
） 

 
 

熊
谷 

武 

様
（
日
本
酒
） 

（
順
不
同
） 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

２月２日（日） 午前８時頃～ 

御命日法座 

１月１２日（日） 午後１時～ 

元旦会・懇親互礼会 

１月１日（水） 午前７時から 

ご講師： 南條 了瑛 師（東京都 法重寺） 

                                   

１月１６日は親鸞聖人の祥月命日です。 

聖人の遺徳を偲びつつ、仏さまの教えに 

耳を傾けてみませんか。 

こころ穏やかなひと時を一緒に過ごしましょう。 

新年を迎えられたことに感謝しつつ、新たな一年の 

目標を仏さまに奉告しましょう。 

元旦会のあとに、懇親互礼会を開催いたします。 

毎月、第１日曜日の晨朝勤行（朝のお勤め）の後に

行っています。 

まだまだ、人数が足りません。ご協力お願いします！ 

常例法座 

２月 9日（日） 午後１時～ 

ご講師： 安藤 秀明 師（新潟県・福勝寺） 

仏さまの教えを分かりやすくお話しいたします。 

日曜午後のひと時を、こころ穏やかに過ごしましょう。 


